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文内容の要旨

本研究は微生物による加水分解酵素の生合成機構を解明するために， Aspergi llus nigerの

acid phosphatase生産をモデルとして行った研究である O

アデニン要求性のA.πigerU20 2 5は細胞外，細胞内と細胞結合性のacidphosphataseをも

っており 白化学的にはθ，i b'よびb型の 3成分に区別できる Oこの e，i， b型のacidphosphataseは

ディスク電気泳動法わよびDEAEセルロースカラム分画法によって分画可能で、あることを示している O

細胞外酵素はe，i， b3成分が，細胞内には iとbの2成分がまた細胞結合酵素には bの1成分が含ま

れることを認めている O 成分tは細胞抽出液と反応させると 白化学的に eと同じ挙動をとる 白質

(converted form i)に変換することを認めている。

e，t両成分をエタノール分画，アセトン分画， CMセルロースカラム， DEAEセルロースカラム，セ

ファデックス G 200カラムと等電点電気泳動法を組合せて精製し， 均一標品を得ている Dこれらの

標品はフェノール硫酸法ディスク電気泳動ゲルのPAS染色，およびコンカナパリンAとの凝集反応か

ら糖蛋白質であると結論している O e，t両酵素はpH安定性と耐熱性に差が認められた外は，最適作

用pH，等電点、，基質親和性，基質特異性，対阻害剤挙動，活性中心には差が検出できなかった O ま

た蛋白化学的にe，t両酵素は，サブユニット分子量，中性糖の含有量，糖組成比，アミノ酸組成に差

が認められず，ただ電気泳動の移動度と分子量に差が認められた O

上記の結果から細胞内で生合成されたacidphosphatase iが蛋白質レベルで修飾をうけ，成分e

に変換される可能性を推定している O
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論文の審査結果の要旨

本論文は工業的に利用されている微生物の分泌機構を解明する目的で，Aspergi llusηigerの

acid phosphatase の分泌前後の状態を蛋白質化学的に把握したものである O

Asρ.nigerの生産するacidphosphataseは蛋白質化学的に e，i， bの3成分からなっていること

を先づ明らかにし e型は分泌後に特徴的で t成分は細胞内酵素に特徴的な成分であることを示すと

ともに，Asp. nigeγの細胞抽出液がiから eへの変換を行うことを認めている O

Acid phosphatase e，両成分を均一にまで精製し，酵素学的ならびに蛋白化学的に性質を比較

した結果，最適反応pH，等電点，基質特異性，基質親和性，対阻害剤挙動，活性中心に差が認めら

れず¥また糖蛋白質であること，アミノ酸組成，中性糖含有量，構成中性糖組成比，わよびサプユニ

ットの分子量に差が認められていない。ただp目安定性，熱安定性，電気泳動移動度と分子量に差が

認められるのみであった。以上の結果はacidphosphatase eとiは殆んど差がない蛋白質であり，

僅の変化によって iから eへ変換されるものであり，その変換と分泌とが関係していることを推論す

るのに充分である O

以上の結果は微生物分泌酵素生産に重要な知見を加えただけでなく，広く醸酵生化学に多大な貢献

をしたもので博士論文として価値あるものと認める O
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